
西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2010年9月1日 

「
ク
ラ
ッ
シ
ー
」
は
毎
月
発
行
し
ま
す
。
紹
介
し
た
い
地
域
の
行

事
や
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
愉
快
な
仲
間
達
そ
の
他
読
者
を
楽
し
く

さ
せ
、
元
気
づ
け
人
や
社
会
の
お
役
に
立
つ
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。 

   A
 

劇
団
リ
ト
ル
ウ
イ
ン
グ 

公
演 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
桃
太
郎
物
語 

¡

と
き
／
９
月
19
日
（
日
）

昼
公
演
13
時
、
夜
公
演
18
時
。

入
場
料
前
売
り
５
０
０
円
、

（
当
日
６
０
０
円
）¡

と
こ

ろ
／
八
女
文
化
会
館¡

問
い

合
わ
せ
／
０
９
０
―
５
２
８

８
―
２
０
７
４
（
中
島
） 

A
 

ハ
ー
モ
ニ
カ
リ
レ
ー
コ 

ン
サ
ー
ト
参
加
者
募
集 

¡

と
き
／
10
月
16
日
（
土
）

¡

会
場
／
み
ど
り
の
屋
根
（
筑

後
市
鶴
田
）¡

参
加
費
／
一

名
千
円
。
ソ
ロ
ま
た
は
デ
ュ

オ
。¡

締
め
切
り
／
９
月
16

日（
土
） 

筑
後
音
楽
愛
好
会
　
1
０
９

４
３
―
２
４
―
５
８
７
６ 

（
入
部
迄
） 

A
 

ミ
ニ
健
康
教
室 

¡

日
時
／
平
成
22
年
９
月
25

日
14
時
〜
15
時¡

場
所
／
川

h
病
院
　
５
階
第
１
会
議
室 

¡

テ
ー
マ
／
く
も
膜
下
出
血

の
お
は
な
し¡

講
師
／
古
川

義
彦
（
脳
神
経
外
科
部
長
） 

参
加
費
無
料¡

定
員
／
40
名 

   A
 

九
州
国
立
博
物
館
開
館

５
周
年
記
念 

「
誕
生
！
中
国
文
明
」 

　
本
展
で
は
・
王
朝
の
誕
生
・

技
の
誕
生
・
美
の
誕
生
と
い

う
三
つ
の
テ
ー
マ
を
も
う
け

ま
し
た
。
中
国
文
明
の
精
華

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
見

つ
め
る
こ
と
で
新
た
な
発
見

と
感
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

¡

と
き
／
平
成
22
年
10
月
５

〜
11
月
28
日¡

と
こ
ろ
／
九

州
国
立
博
物
館¡

ペ
ア
10
組

様
へ
入
場
券
プ
レ
ゼ
ン
ト 

 

　
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

東
兄
弟
印
刷
所
迄 

チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
応
募
締

め
切
り
９
月
10
日 

児
童
達
の
手
づ
く
り
誕
生
会
に
感
動 

黒
木
町
　
月
足
美
智
子 

『その一杯 
　テメー天国 
　　　家地獄』 

ＳＴＯＰ 
飲酒運転 
ＳＴＯＰ 
飲酒運転 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト 

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

釣
り
師
の
休
日 

釣
り
師
の
休
日 

釣
り
師
の
休
日 

  

　
梅
雨
の
豪
雨
が
治
ま
っ
た

途
端
、
毎
日
カ
ン
カ
ン
照
り

の
猛
暑
、
酷
暑
で
体
中
の
水

分
と
思
考
力
が
溶
け
て
流
れ

て
し
ま
う
。 

　
さ
す
が
に
こ
の
天
気
で
は
、

身
の
安
全
を
考
え
釣
り
を
自

粛
し
て
い
る
。
岩
場
は
灼
熱

を
帯
び
、
海
面
か
ら
の
真
夏

の
太
陽
光
線
の
反
射
も
強
く
、

長
袖
シ
ャ
ツ
に
麦
藁
帽
子
、

Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
仕
様
の
パ
ラ
ソ

ル
に
サ
ン
グ
ラ
ス
と
完
全
防

備
で
臨
ん
だ
と
し
て
も
、
全

身
か
ら
滝
の
よ
う
な
汗
が
流

れ
出
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

手
離
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

一
歩
間
違
え
ば
熱
中
症
に
も

な
り
か
ね
な
い
。
な
ど
と
い

う
言
い
訳
を
、
自
分
勝
手
に

作
り
、
８
月
は
シ
ー
ズ
ン
オ

フ
と
し
て
い
る
。 

　
と
い
う
事
で
、
オ
フ
の
過

ご
し
方
は
も
っ
ぱ
ら
温
泉
で

あ
り
、
旨
い
蕎
麦
を
探
し
て

山
の
中
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い

る
。 

　
先
日
、
黒
川
温
泉
近
く
の

下
鶴
温
泉
へ
行
っ
て
き
た
。

数
年
ぶ
り
に
行
く
と
、
周
囲

は
温
泉
分
譲
の
家
が
た
く
さ

ん
建
っ
て
い
て
驚
い
た
。 

　
こ
こ
の
温
泉
の
特
長
は
、

露
天
風
呂
か
ら
の
見
晴
ら
し

の
雄
大
さ
に
あ
る
。
阿
蘇
の

山
々
を
眺
め
な
が
ら
の
温
泉

は
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。

す
ぐ
傍
の
黒
川
温
泉
は
今
や

ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
る
が
、

こ
こ
は
ノ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
人

も
少
な
く
気
兼
ね
も
要
ら
な

い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
惹
か

れ
て
し
ま
う
。 

　
帰
り
道
は
満
願
寺
そ
ば
へ

予
約
を
入
れ
、
久
し
ぶ
り
の

本
格
蕎
麦
を
堪
能
し
、
帰
路

に
着
い
た
。
矢
部
越
え
の
道

路
も
整
備
さ
れ
、
１
時
間
半

ほ
ど
で
帰
宅
し
た
、
山
の
幸

に
山
の
神
も
ニ
ッ
コ
リ
だ
っ

た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い

（
笑
）。
さ
て
、
次
回
は
山
か

な
海
か
な
？（
汗
）。 

　今の企業が置かれている状況を「下りのエスカレーター

に乗っているようなもの」と譬えた人がいます。それでも

経営者は「雲の上にはいつも太陽が輝いている」ことを信

じて、一日の計は朝礼にあり、朝を活かす企業が勝つと活

力朝礼を実践し、着実に成果を上げている企業を紹介します。 

　八女市でお茶の生産・製造・販売をされる大坪製茶(株)

さんの朝礼に参加しました。３年前から活力朝礼をはじめ

ましたが、間もなく社内の雰囲気は一変しました。毎朝全

員で挨拶や輪読を行うことで、人間関係がスムーズにいく

ようになり、社員さんたちは自主的に整理整頓を実行し、

売上までアップするという成果が出ました。今後は自社の

茶園で有機農法にこだわった自信のお茶の小売りにも力を

入れていきたいと大坪専務さんは意欲的に話されました。 

　事前申込みをすれば大坪製茶さんの朝礼を見学できます。

活力朝礼を取り入れたい方は、筑後倫理法人会(会長 桐明

和久 事務局0942-42-2815)迄 

活力朝礼  第２回 

大坪製茶株式会社 

　福岡県内の飲酒運

転事故件数は、189

件で全国ワースト１位。筑後地区

管内でも31件発生しています。 

〈平成22年１月～６月〉 

　福岡県民、八女市民として本当

に恥ずかしいことです。飲酒運転は、

注意力の低下・運動能力の低下・

判断能力の欠如を引き起こし、車

が走る凶器になります。 

　あなたは、飲酒運転で家庭崩壊・

損害賠償・懲役刑（最長20年）で

大事な一生を棒に振りますか？ 

八女市蒲原　TEL0120-073-181 
HP http://yametya.com 
専務取締役　大坪栄一郎 

　７月26日から2週間アメリカへ里帰りして

きました。快とジェイミがとくに楽しかった

ようです。乗馬したり遊園地に行ったりして、

忙しいバカンスになりましたが、家族旅行と

して最高でした。 

　八女に戻って２日後、快の担任の先生が宿

題をもってきてくれました。まあ～11ペー

ジも！アメリカに行っている間勉強したのは

たった3回。宿題が山ほど残っています。そ

れで、11ページもふえて、終わるかと心配

になりました。スパルタで１日たくさんさせ

ようとしても、へりません。夏休みの間宿題

をすることを知らない私ですが（アメリカで

は6月～8月休みで勉強しない）快って、ぜ

んぜんあせってくれません。休みの間、楽し

いことをいっぱいしたいし、ちょっとのんび

りしたくありませんか？日本って、そういう

ところではないみたいですね。１年生でこん

なに宿題があったら、上学年になったらちょ

っとおそろしい。さあ～、おにママになって

させてみよう！ 

伊之坂ミキ 

　
黒
木
小
学
校
区
学
童
保
育

所
の
手
づ
く
り
の
誕
生
会
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
。 

　
誕
生
会
は
す
べ
て
児
童
達

の
計
画
で
実
施
さ
れ
た
。
準

備
、
計
画
、
司
会
進
行
も
三

人
で
話
し
合
っ
て
作
業
を
進

め
、
待
っ
て
い
る
児
童
も
楽

し
く
み
ん
な
と
遊
び
な
が
ら

待
っ
て
い
た
。 

　
い
よ
い
よ
誕
生
会
が
始
ま

る
時
間
に
な
る
と
、
進
行
係

が
「
こ
っ
ち
へ
来
て
、
始
め

る
よ
」
と
、
大
き
な
声
で
言

っ
て
自
分
達
で
並
ば
せ
て
い

た
。 

　
最
初
は
紙
芝
居
を
係
り
の

三
人
で
や
っ
た
。
三
人
と
も

劇
の
中
の
人
物
に
な
り
き
っ

て
声
色
ま
で
か
え
て
し
て
い

た
の
で
騒
い

で
い
た
子
も

シ
ー
ン
と
な

り
熱
心
に
視

聴

し

て

い

た
。 

　
次
に
誕
生

日
の
子
に
自

分
達
の
描
い

た
絵
を
一
人

一
人
に
前
に

出
て
来
て
も

ら
い
渡
し
て

い
た
。
も
ら

っ
た
子
は
絵

を
見
て
嬉
し

そ
う
に
し
て

自
分
の
席
に

つ
い
て
い
た
。
子
供
達
に
と

っ
て
は
宝
物
だ
ろ
う
。 

　
最
後
に
花
柄
の
ハ
ガ
キ
に

お
母
さ
ん
へ
手
紙
を
書
く
の

で
あ
る
。
「
ど
ん
な
に
書
こ

う
か
な
」
と
、
し
ば
ら
く
考

え
て
い
た
が
、
い
つ
の
ま
に

か
全
員
一
生
け
ん
め
い
に
書

い
て
い
た
。
き
っ
と
お
母
さ

ん
の
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

　
児
童
達
の
自
主
性
を
育
て

る
す
ば
ら
し
い
誕
生
会
に
私

は
心
が
あ
た
た
か
く
な
り
感

動
し
た
。
先
生
達
の
児
童
に

ま
か
せ
見
守
る
保
育
方
針
に

学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。 


